
イ|ン|べ|ン|トリー

インベントリーシステムのプロトタイプ

Protoサ pe lnfOrlllation Syttem for Natllral Resources lnvento7

上田義治
*・

大倉利明
*・

中谷至伸
*・
ノJヽ板橋基夫

料

Yoshihal‐ u Ucda,Toshiaki Ohkura,Yukinobu NJに atani and NIotoo]く oitabashi

l.は じめに

農業環境インベン トリーは、分散 して保存されている農業環境に係わる膨大なデータや標本を整

理 して、データベース化を進めるとともに、それらの情報の検索・利用や新たな情報の蓄積を容易

に行 うことのできるシステムを開発することにより、分野を越えた情報の流通、高度利用、多面的

利用を図ることを目的としている (浜崎,2002)。 このため、個別のデータや標本のデータベース化

が行われ、これらは順次 Webで公開されてきている (上沢,2004)。 また、分野を異にする情報を

統一して扱 うインベン トリーシステムとしては 2003年度以降原型システムの開発に取り組んできた

ところであり、ここではその開発の概要と今後の課題について紹介する。

2.システムの開発構想
1)システムの目的

研究領域を異にする標本や DBの結合・図示システムを開発する。具体的には、地理情報シ
ステム (GIS)を 土台 として、土壌や昆虫・微生物に関する標本や DBを 結合 して図示するた
め、汎用性 と拡張性のある仲介 ソフ トを開発 し、農業環境資源情報の図示・利用ツール として

機能させる。

2)地理1青報国際標準の採用

地理情報 を電子化す るための国際標準 として策定 され、JIS規 格 として国内標準でもあ

る G…XlvELを 用いて、システムを開発す る。 G―XPIILを 採用す ることにより、地理情報のコ

ンテンツを他の GISシ ステム との間で相互に流通す ることがより行いやす くなるメ リッ ト

が得 られ る。

3)WebGISの 採用

将来の利用形態 として、所外の多数の利用者が特別なソフ トウェアを用意す ることな く

インターネ ッ トを介 して利用できるシステム とす るため、WebGIS(イ ンターネ ッ トの Web

を介 してサーバの GIS機能を利用す る技術 )を 用いたシステム とす る。

3.開発の経過
1)第 1次原型システム

上記 2の 開発構想 に基づ き、2003年度 に表
ステムを開発 した。 G―XPIL形式による 25,000

1の よ うなシステム構成の第 1次原型 シ

分の 1の 地形図の数値地図データを格納
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システムしたプロトタイプシステムであり、

ル地図上に登録 0検索・閲覧・編集・削除で

土壌・昆虫・微生物標本の情報 をデジタ

きる機能を有 している。

2)第 2次原型システム

(1)WebGISエ ンジンの変更

第 1次原型システムでは、開発経費を

抑えるためもあり、財団法人データベ

ース振興センターが開発・無償提供 し

ている G―Ю v化 に対応 したオープンソ

ース WebGISエ ンジ ンで ある 「e…G
Frontend」 を利用 して開発 した。 しか
し、そのために、利用者のパ ソコンの

性能が低いと地図表示に時間がかかる

ことや背景地図の描画の際に道路幅が

異常に太 く表示 されるなどの欠陥があ

ることが判明した。一般の利用に供す

るには、この点の改良が必要であり、

WebGISエ ンジンを他のエンジンに移

行する必要があるため、G…n/Lに 対
応 した既存の WebGISエ ンジンについ

て市販 ソフ トを含めて検討 した。その

結果、G―Ю/Lへの対応度、扱えるデ
ータベースの種類、アプリケーション

ソフ トウェアの開発環境、ソフ トウェ

アのライセンス価格などを総合的に判

断 してインフォマティックス社の SIS

ASCを 採用 して、第 1次 システム と

同等の機能を持つ第 2次原型システム

を 2004年度に開発 した (表 2)。

表 1 第 1次原型システムの構成
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OS :  Microsoft Windows Server 2003

WebGISエ ンジン : e―G Frontend

Java Development Kit i java 2 SDK

Java Servlet実 行環境 :丁omcat 3.2.3

DBMS :  MSDE

システムプログラム

表 2 第2次原型システムの構成

Dell PowerEdge 2600

CPU lntel Xeon 3.06GHz ×2

メモ リ 2GB

OS:  Microsoft Windows Server 2003

WebGISエ ンジン : インフォマティクス社
製 SIS ASC

Weblナーーバ : Microsoft llS

DBMS:  MSDE

システムプログラム

(2)システムの改良

2005年度に第 2次 システムに、以下の機能を追加拡充 した。

①背景地図を関東 6都県から全国 47都道府県に拡充した。これにより全国の情報を扱える

ようになつた。

② l地点に複数の標本情報が登録されている場合にそのうちの 1個 の標本情報しか参照でき

ない問題点を改良した。

③土壌・昆虫・微生物の標本以外の任意の農業環境資源情報の所在情報を関連 ■「RLと とも

に登録できる機能を追加した。

④土壌・昆虫・微生物標本、その他の農業環境資源情報の所在情報へのデータ登録を CSV
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ファイルから一括して登録する機能を追加した。その際、地名だけが分かつており、緯度経

度のデータがないものについて地名から緯度経度を自動的に付加することができる。これに

よつて、エクセルなどのファイルでデータが整理されているものについては、効率的にデー

タを登録することができる (図 2)。

:1図 量が土壌、☆が昆虫、■が微生物の標本を表している。

土壌のアイコン議をクリックすると、右図のウィン ドウがポ

ップアップ表示されて、土壌モノリス標本の情報を閲覧・編

集することができる。

右図は、検索画面、

道府県、最終年月日

索できる。検索結果

に ‐覧表示される。

標本の種類、都

、種名などで検

は、下図のよう

図 1 第 2次原型システムの画面例
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図 2 CSVフ ァイルの例

4 今後の課題
1)データの整備と公開
3.2)(2)の ④に記したように個別の DBが整備されていれば、データを一括して登

録することができるようになつたので、この機能を使って現在既存のデータファイルからの

データ整備を進めているところであり、2006年度中に公開予定である。

2)システムの改良

現在のシステムは 3種類の標本情報 とその他の農業環境資源情報の所在情報を一つの地図

に重ね合わせて表示するとい うGISの機能 としては初歩的で単純な機能 しかない。今後、GIS

の高度な分析機能を生かした情報の利用や外部データベースとの連携など高度な機能を付加

することにより、農業環境指標や リスク評価などに活用できるシステムとしていくことが課

題である。
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